
　　要請していくことになりました。

年度 年月日 内　　　　　　　　　　　　　容

22 22. 6 ～ 事務スペース確保要請に向けての情報収集を開始した。

23. 4. 22
保護司会活動の拠点となる「事務スペース」を区役所内に確保するため札幌市
に正式に要請を開始することが定期総会で承認された。

23.  7 ～
札幌市議会更生保護事業を支援する議員協議会顧問である武市議員を窓口
に協議会に支援を要請した。

24.  1. 25
手稲区保護司会「新年会」の席で、武市顧問から協議会と市長と話し合いの結
果、札幌市の区役所内に1箇所設置することが決まったとの報告があった。

24.  1. 26
更女会長と保護司会三役で区長を訪問。区長から手稲区に４月からの設置が
正式に決定したとの通知を受け、設置予定場所を案内してくれた。また、借室
料については、免除の方向で検討するとの話しも受けた。

24.  2.  7
札幌保護観察所から法務省に「サポートセンター」開設申請の打診があり、手
稲区保護司会として申請することを申し出た。

24.  3. 15
札幌保護観察所から、２４年度「サポートセンター」としての開設が法務省から
承認されたとの連絡を受けた。

24.  4.  2
手稲区役所から,２４年度札幌市の「行財産使用許可書」と「サポートセンター」
の鍵を受領した。

24.  4.  9 「手稲区更生保護事務センター」との名称で「サポートセンター」が開設された。

24.  4.  9
札幌保護観察所長からサポートセンター運営のため「企画調整保護司」として６
名の保護司が委嘱を受け、初代のセンター長として岸会長が就任した。

24.  4. 11
北海道新聞朝刊に「更生保護事務センター」開設記事が大きく掲載され市民に
周知された。

24.  4. 15 事務センター開設「感謝の夕食会」を開催・・・来賓5名と企画調整保護司

24.  4. 手稲区協力雇用主会の事務所としても位置づけた。

24.  4. 24
法務省で開催された「２４年度更生保護サポートセンター設置･運営会議」に岡
本副会長（センター長）が出席した。

24.  5. 31 臨時総会を開催し、サポートセンタ設置に伴って会則を一部改正した。

手稲区更生保護サポートセンターの歩み

　 保護司会に設置を働きかけている。(今年度末ですべての保護司会に設置が完了しました）

○札幌市内１０区の保護司会設置状況について

　 内１０区全ての保護司会に設置され、地域に根ざした効率的な活動を推進している。

○「サポートセンター」設置要請までの背景について
　　　保護司法が平成１１年４月に改正され、保護司会が法定団体になり、法務大臣から
　　保護司に委嘱されると同時に、保護司会会員としての活動も職務になりました。

　　　２４年度に手稲区から始まった「更生保護サポートセンター」設置は、２７年度で札幌市

　　　そのことにより、全国的に地域の顔としての活動範囲が広がり、関係機関･団体･学校
　　など地域と連携した更生保護活動が求められるようになりました。
　　　保護司活動の支援や地域で効率的な活動を進めていくためには、「地域における活動
　　拠点」設置の必要性が叫ばれ、法務省では２０年度からサポートセンターの設置を推進
　　していくようになりました。　手稲区保護司会では、将来に向けての効率的な連携した活動
　　や保護司支援の活動を考え、他地区保護司会に先駆け手稲区役所内にセンター設置を

○令和元年度末における全国での設置状況について
　　　法務省では、全国８８６保護司会全てに、サポートセンター設置の方針を決め、未設置
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24.  7.  2
第６２回“社会を明るく運動”手稲区決起集会の場で、しおりを配付し「更生保護
事務センター開設」の報告をした。

24.  7. 20 手稲区長に「更生保護事務センター」を拠点とする活動を報告した。

24. 11.
1

企画調整保護司の業務理解のため、全会員が企画調整保護司の業務体験に
従事した。

24. 11.  6 石狩地区保護司会･更生保護女性会の２３名が視察に来所。

24. 11.  15
富良野地区保護司会・更生保護女性会・更生保護関係団体１９名が視察に来
所

25.  1. 28 手稲区長に「更生保護事務センター」を拠点とする活動を報告した。

25.  1. 29 南区保護司会１名が視察に来所。

25.  1. 29 臨時総会を開催し、サポートセンター開設に伴う「組織改善案」が承認された。

25.  2.  4
西区保護司会２名が視察に来所。
札幌保護司会連合会藤本会長が視察に来所。

25.  2.  4
札幌市議会更生保護事業を支援する議員協議会との合同研修会の場で、セン
ターを拠点とした活用･活動の報告をした。

25.  2.  6 西区保護司会１名が視察に来所。

25.  2. 20
手稲まちづくりセンター発行の「がるがわ通信」に保護司会活動とサポートセン
ター開設の記事が掲載され、地域の関係機関や町内会に回覧された。

25.  2. 28
札幌市まちづくり局地域振興部長、子ども未来局子ども育成部長、南区役所市
民部長が視察に来所。

25.  3.  4
札幌市議会更生保護事業を支援する議員協議会との合同研修会の場で、「事
務センター」での活動･活用状況を岸会長と岡本副会長が報告した。

25.  3. 21 清田区保護司会２名が視察に来所。

25.  3. 31
　　　　　　２４年度のサポートセンター活用状況
延べ人数１，１７８名、面接回数６７回、処遇相談･協議等２１回

25.  4.  1 ２代目センター長として岡本会長が就任した。

25.  4.  1 サポートセンタｰ運営委員会を組織した。

25.  4.  1 「更生保護さっぽろ」にセンター開設と活動についての記事が掲載される。

25.  4.  1 東区保護司会６名が視察に来所。

25.  5.  1 札幌市議会更生保護事業を支援する議員協議会三役が視察に来所。

25.  5.  1
手稲区役所が、区長会に向けて「手稲区更生保護事務センター設置の効果等
について」の資料を作成。

25.  5. 21 手稲区長に「更生保護事務センター」を拠点とする活動を報告。

25.  5. 23
北海道新聞朝刊に、対象者の面談を中心としたサポートセンターでの活動記事
が掲載された。

25.  5. 28
北海道地方更生保護委員会合田委員長、大澄事務局長、石原札幌保護観察
所長が視察に来所

25.  6.  7 南区保護司会小林会長他２名が視察に来所。

25.  7. 12 札幌保護観察所佐々木企画調整課長他１名が視察に来所。

25.  7. 25 南区総務企画課長が視察に来所。
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25.  7. 25
「更生保護事務センター便り」を発行し、各まちづくりセンター等の区民向け棚
に置いての配付と周知をお願いした。

25. 10. 15 千歳地区保護司会７名が視察に来所。

25. 10. 30
北海道管内更生保護サポートセンター連絡協議会で、「サポーセンター開設に
向けての取り組みと活動状況等について」と題し岡本会長が基調講演をした。

25. 11. 12 手稲区長に「更生保護事務センター」を拠点とする活動を報告した。

25. 11. 15
月刊誌「更生保護」１１月号に手稲区の「サポートセンター」紹介の記事が掲載
され全国に紹介された。

25. 11. 19 東区保護司会２名が視察に来所。

25. 11. 21 法務省保護局総務課高橋会計係長他１名が視察に来所。

26.  2. 25 「事務センター関係機関･団体との情報交換会」・・・来賓８名と企画調整保護司

26.  3.  1
手稲区役所発行の「まちづくりの処方箋」に地域で活動する団体･組織として手
稲区保護司会も掲載された。

26.  3. 31
　　　　　　２５年度のサポートセンター活用状況
延べ人数１，１０６名、面接回数６６回、処遇相談･協議等３０回

26.  4. 23
２６年度定期総会で、サポートセンター開設に伴って、「手稲区更生保護サポー
トセンター」の条文を加える会則に一部改正をした。同時にセンター運営管理規
則も規定した。

26.  5. 15 厚別区保護司会舞獄会長他２名が視察に来所。

26.  8.  5 北区保護司会８名が視察に来所。

26.  9. 13 事務センターにエアコンが設置された。

26. 10.  1 「更生保護事務センター」が「更生保護サポートセンター」に名称が変更された。

26. 11. 11 区長、市民部長、地域活動課長にサポセン活動状況を報告した。

27.  3.  6 法務省保護局更生保護振興課２名が視察に来所。

27.  3. 31
　　　　　　２６年度のサポートセンター活用状況
延べ人数１，０００名、面接回数７１回、処遇相談･協議等３５回

27.  4.  1
区役所の配慮により、土･日･祝･夜間も「サポートセンター」が使用できるように
なった。

27.  4. 21
２７年度定期総会で、サポｰトセンターの名称変更に伴って、その部分の一部変更
と、運営委員会開催については､原則として理事会と同時開催に会則を改正した。

27.  6. 18 北区役所地域振興課職員１名視察に来所。

27.  9. 15
月刊誌「更生保護」９月号に、岡本会長が出席した特集「更生保護サポートセン
ター」《座談会》地域の拠点としての更生保護サポートセンターに、手稲区サ
ポートセンターを拠点とした保護司会活動状況も詳しく掲載された。

27. 11. 10 手稲区長、地域活動課長にサポートセンターを拠点とする活動を報告した。

27. 11. 19
法務省･全国保護司連合会主催の「保護司活動推進研究会」委員として岡本会
長が出席し、手稲区での活動状況を発表した。

27. 12.  5

慶応大学日吉キャンパスで開催された日本更生保護学会第４回大会に、岡本
会長がシンポジストとして出席し、「セッション１・保護司活動の支援～更生保護
サポートセンターの現状、課題、新たな展開～」として手稲区での活動状況等を
発表した。そのなかで、手稲区は北海道の「サポセン開拓者」として紹介され
た。
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28.  3. 11

法務省･全国保護司連合会主催の全国「平成２８年度更生保護サポートセン
ター新規設置内定地区保護司会を対象とした説明会に」岡本会長が出席し、
「既存設置サポートセンターの活動紹介」として手稲区での活動状況を紹介発
表した。また、午後開催の全国「更生保護サポートセンター運営協議会」の協議
員として札幌管内を代表して出席した。

28.  3. 15 手稲区長に「更生保護サポートセンター」を拠点とする活動を報告。

28.  3. 31
　　　　　　２７年度のサポートセンター活用状況
延べ人数９９９名、面接回数８９回、処遇相談･協議等４３回

28.  6.  1 滋賀県長浜地区保護区保護司会山路会長が視察に来所。

28.  6.  8
北海道新聞朝刊に、札幌市内全保護司会にサポートセンターが設置され地域
に根ざした活動がされているとの記事が掲載された。

28.  7. 22 北海道地方更生保護委員会中川委員長、生駒事務局長が視察のため来所。

28. 11. 17 恵庭地区保護司会１３名が視察のため来所。

28. 12. 
手稲区社会福祉協議会発行の「手稲区社協だより」７４号に手稲区社協を支え
る正会員の紹介欄で手稲区保護司会活動の様子が大きく掲載された。

28. 12.  6 手稲区長にサポートセンターを拠点とする活動を報告した。

29.  3.  
全国保護司連盟発行の「更生保護サポートセンター運営の手引き」に手稲区保
護司会の活動事例が３ページにわたって掲載された。

29.  3. 31
　　　　　　２８年度のサポートセンター活用状況
延べ人数１，１１２名、面接回数１５２回、処遇相談･協議等５４回

29.  4.  1 企画調整保護司が６名から7名になった。

29.  6. 16 滝川地区保護司会７名が視察に来所。

29. 12.  1 企画調整保護司が７名から８名になった。

29. 12. 12 手稲区長にサポートセンターを拠点とする活動を報告した。

30.  3.  6 区役所内別場所での「面接場所確保」が区役所の協力により実現した。

30.  3. 31
　　　　　　２９年度のサポートセンター活用状況
延べ人数１，４６４名、面接回数１６２回、処遇相談･協議等６１回

30. 11.22 手稲区全保護司に最新版「サポートセンター」しおりを作成し配布した。

30. 12. 4
手稲区長・市民部長・総務企画課長・地域振興課長・担当係長にサポートセン
ターを拠点とする保護司会活動を報告した。

31.  3. 31
　　　　　　30年度のサポートセンター活用状況
延べ人数１，５０６名、面接回数１３４回、処遇相談･協議等１２７回

31.  4.  1 ３代目センター長として板垣副会長が就任した。

元.  5.
全国保護司連盟｢ホームページに」手稲区更生保護サポートセンター紹介記事
が掲載された。

元. 11.8 手稲区保護司会創立３０周年記念式典・祝賀会開催（記念誌は11月１日発行）

元.12.20 手稲区長にサポートセンターを拠点とする活動を報告した。

2.  3. 31
　　　　　　31・元年度のサポートセンター活用状況
延べ人数１，４９３名、面接回数１１８回、処遇相談･協議等１１９回
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2. 4. 20 令和２年度第１版「更生保護サポートセンターしおり」作成

2. 11.13 新型コロナウイルス感染防止対策として、加湿器付き空気清浄機を購入した。

2. 11.20
新型コロナウイルス感染防止対策として、デスク用飛沫防止アクリル板を設置し
た。

2. 12. 4
手稲区長・市民部長・地域振興課長にサポートセンターを拠点とする保護司会
活動を報告した。

2. 12.18
毎日新聞朝刊北海道版に、コロナ禍におけるサポートセンターを拠点とする保
護司および保護司会活動の現状が大きく掲載された。

3.  3. 15 令和２年度第２版「更生保護サポートセンター＆社明活動のしおり」作成

3.  3. 31
　　　　　　令和２年度のサポートセンター活用状況
延べ人数1,111名、面接回数143回、処遇相談･協議等97回

3.  4.  1 ４代目センター長として廣林総務部長が就任した。

3.  4.  1 企画調整保護司 が8名から9名になる。

3.  5.  6
土井新手稲区長・徳永新市民部長、課長に板垣新会長・岡本相談役・巖城新
副会長があいさつと保護司活動への協力と支援をお願いしてきた。

3.  6. 15 サポートセンターにWiFi設置、インターネット使用が可能になった。

3.  8.  1 令和3年度第１版「更生保護サポートセンター＆社明活動のしおり」発行

3.  12. 21 区長へ保護司活動報告と社明実施委員会活動への協力要請

4.  1. 13 サポートセンター「図書用書棚」購入

4.  2. 15 令和3年度第2版「更生保護サポートセンター＆社明活動のしおり」発行

4.  3. 20 令和3年度第3版「更生保護サポートセンター＆社明活動のしおり」発行

４.  3. 31
　　　　　　令和３年度のサポートセンター活用状況
延べ人数1,438名、面接回数150回、処遇相談･協議等29回

４.  4. 6 企画調整保護司 が９名から8名になる。

４.  6. 21 札保連事務局とのオンライン練習に参加

4.  12. 28 区長へ年度末あいさつと社明名称変更報告及び協力要請

5.  1. 1 企画調整保護司8名から10名になる。

5.  1. 4 令和4年度第１版「更生保護サポートセンター＆社明活動のしおり」発行

5.  1. 4
　　　　　　令和３年度のサポートセンター活用状況（令和4年11月現在）
延べ人数1,051名、面接回数94回、処遇相談･協議等37回
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